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概要

高速度域における複合材の層間破壊靭性試験を実施いたします。

FRPの高速層間破壊靭性試験

Cat.No 3E2J-319-00-230926

昨今、EVの航続距離延長のため車体の軽量化が検討され、鋼に代わりアルミ合金化やCFRPの適用が進展し
ています。その技術開発の一環としてCFRPおよび接合に用いられる接着剤の衝撃特性の把握の重要性が増
しています。

当社では長年培った高速変形の技術およびデジタル画像相関法DIC(Digital image correlation)を応用すること
で高速度域における層間破壊靭性試験を確立しました。
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高速層間破壊靭性試験概要

低温環境における高速3点曲げ試験実施例

試験イメージ図

亀裂進展を高精度に計測することで
高速度域における破壊靭性値GICを算出可能
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予亀裂を導入した試験片にくさびを
打ち込み、亀裂を進展
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小型落錘試験機

試験体側面のDIC解析により亀裂の進展を
高精度に追跡

高速度域における破壊靭性値の低下傾向を
正確に測定
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